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　 10)日 帰 り全身麻酔下にて行ったCT検 査の1例
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　精神発達遅滞とLennox-Gastaut症 候群の診断

を受け,外 来での意識下歯科治療が困難な患児の

両側上顎中切歯慢性根尖性歯周炎および歯根嚢胞

の画像診断に対 し,日 帰 り全身麻酔下にCT検 査

を行い,良 好に管理 し得た症例 を経験 した。

　第1回 目の日帰 り全身麻酔下歯科治療の際に,

上顎右側中切歯歯根部の口蓋側に境界明瞭な小指

等大の腫脹が認め られ,術 中のデジタルエ ックス

線写真 より嚢胞様透過像の存在が確認 されたが,

詳細 を把握するまでには至 らなかった。そこで,

患者の安全性 を考慮 し,改 めて病状の確認のため

に日帰 り全身麻酔下にCT検 査が予定 された。　CT

検査当 日,歯 科麻酔科外来に患者 を入室 させ,搬

送用ス トレッチャー上で,笑 気吸入鎮静下に静脈

路 を確保 し,ミ ダゾラムとブ トル ファノールを用

いて経口気管挿管を行った。気管チューブ固定後

はデクスメデ トミジンを投与 し,100%酸 素を投

与 しなが ら用手補助呼吸下 にCT検 査 を行い,上

顎両側中切歯歯根周囲の骨吸収状態を確認するこ

とができた。CT検 査後は,歯 科治療 を行い,手

術終了後から約4時 間後 に帰宅 し,て んかんや他

の合併症を起 こすことなく無事に管理することが

できた。

　 ミダゾラム,ブ トルファノールおよびデクスメ

デ トミジンによる気管挿管 を用いた日帰 り全身麻

酔管理は,て んかんを合併する協力の得 られない

障害者の3次 元的な画像撮影に対 し,有 効な手段

であることが示唆された。
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